
丸紅洋上風力開発株式会社では、秋田港・能代港の洋上風力発電所の運営・管理を担っております。その現場において、
様々なHSE活動を実施しており、今年度よりそれらの活動をHSE Newsletterとして発行し紹介しています。Vol.2では、
2024年度上半期のHSE活動について紹介します。

海上保安庁 第二管区海上保安本部 仙台航空基地との合同訓練
能代港において、当社は海上保安庁第二管区海上保安本部仙台航空基地および秋田洋上

風力発電との合同救助訓練を実施しました。能代港での実施は、2022年12月の運転開始
以降初めての試みです。洋上風車基礎の最下部での作業員事故を想定し、狭い空間での迅
速な負傷者搬送手順を確認しました。仙台基地機動救難士、秋田洋上風力発電株式会社職
員、当社職員が参加し、洋上風力発電施設での迅速な救助と各機関の連携強化を目的とし
ています。
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当社の定期救助訓練の取り組み
当社では、海上保安部や消防との合同訓練に加え、自社でも定期的に救助訓練を実施しています。新規社員や関係者、既存社

員も参加し、技能の維持に努めています。訓練では、最もリスクが高く救助が困難な風車最下部での負傷者発生を想定していま
す。要救助者をプラットフォーム上まで引き上げ、CTVに降ろすまでをシナリオとしています。今後も定期的に訓練を行い、技
能維持と緊急時の対応能力向上を図ります。安全性の確保と迅速な対応のため、継続的な訓練の重要性を認識しています。
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清掃作業
当社は地域の美化活動に積極的に参加してい

ます。7月18日には秋田港一斉クリーンアップ
に参加し、秋田運転管理事務所周辺の清掃を行
いました。また、9月26日には秋田地域アダプ
ト・プログラムに基づくクリーンアップ活動を
実施し、変電所付近の国道56号沿いのゴミ回収
に取り組みました。これらの活動を通じて、地
域の環境保全と美化に貢献し、地域社会との良
好な関係構築に努めています。

津波避難訓練
当社は、1983年の日本海中部地

震による大きな被害を記憶に留め、
今年度からその発生日である5月26
日前後に津波避難訓練を実施するこ
とにしました。地震発生と津波注意
報発令を想定し、洋上に出ている当
社、風車メーカー、調査会社の各作
業員に対応を依頼しました。能代事
務所から本社への連絡には、BCP
（事業継続計画）の中で準備された
緊急連絡時のチャット機能を活用し、
情報共有の効率化が確認されました。
また、地元下浜自治会の住民の方々
にも昨年度以上の参加をいただき、
地域との連携を深めることができま
した。

〒100-8088
東京都千代田区大手町一丁目４番２号
https://mowd.jp/

熱中症対策
当社のサイトでは、春から夏にかけての年次検査時期に、風車内部で

の熱中症対策が重要課題となっています。特に秋田・能代地区は近年猛
暑が続いており、風車内部は高温になりやすい環境です。マリンコント
ロールルームでは熱中症指数を常時モニタリングしていますが、それに
加えて、当日の天気予報から暑くなりそうな場合は、朝のミーティング
で周知するとともに、マリンコントロールルームからこまめに洋上の作
業員に通知しています。また、定期的な休憩と水分補給を呼びかけるほ
か、熱中症リスクが高い状況下での作業中止基準を設けました。これら
の対策により、今年も熱中症リスクが高い状況下で作業を行いましたが、
熱中症による作業員の被害を1件も出すことなく作業を完了しました。
昨夏から取り組みを開始し、夏季作業のノウハウも蓄積されつつありま
す。今後も毎年、反省と改善を重ねた熱中症対策を実施し、作業員の安
全確保に努めていきます。
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